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後期重点プロジェクトの重点的な取組 
基本構想では、まちの将来像「人がつながる 豊かで住み続けたいまち ふじみ野」

の実現を目指し、優先して取り組むべき方向性として 4 つの「重点戦略」を設定して

います。この 4 つの「重点戦略」の考えに基づき、後期基本計画の７年間で重点的に

推進する具体的な取組を「後期重点プロジェクト」として位置付けます。 

 

後期重点 

プロジェクト 
１“オールふじみ野”まちづくりプロジェクト 

 

◆プロジェクトのねらい 

多様な市民が経験や学びを生かして地域で活躍する場を創出します。併せて、行政

とともに市民、市民団体（ＮＰＯ法人等）、事業者等が相互に連携し、地域の課題を主

体的、日常的に解決していけるよう活動を支援します。また、誰もが住み慣れた地域

で生き生きと安心して生活できるよう、地域でのふれあい、支え合いを大切にしなが

ら「オールふじみ野」でまちづくりを進めます。 

 

◆重点的な取組 

（１）協働のまちづくりの推進（自治組織含む） 

①市民、市民団体、包括連携協定機関などと連携した協働のまちづくりを推進します 

②地域で支え合う地域社会の維持発展のため、自治組織の活動について主体性を尊重した 

支援を継続します 

（２）市民活動の支援 

③「市民活動支援センター」を拠点として市民団体の活動支援を継続します 

（３）地域支援体制の充実 

④包括的支援体制の構築を更に推進するとともに、誰もが参加しやすい居場所づくりを進め

ます 

（４）地域学校協働活動の充実 

⑤地域学校協働ネットワークの充実により、市民が経験や学びを生かして学校や地域で活躍す

る場を創出します 

⑥学校と地域を結ぶ地域コーディネーターを各小中学校に配置し、学校を核としたまちづくり

を進めます 

⑦放課後子ども教室では、地域や市内大学等と協力し、子どもの居場所と心の豊かさを育む

環境づくりを推進します 
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後期重点 

プロジェクト 
２ いきいき“元気・健康”プロジェクト 

 

◆プロジェクトのねらい 

生きがいのための学習や文化・スポーツ、介護予防など元気・健康づくりに向けた

市民活動の機会を提供し、市民一人ひとりが自分らしく暮らし続けることができる基

盤を構築します。 

◆重点的な取組 

（１）生きがい学習の充実 

①各世代に応じた講座の開設など、市民のニーズに応じた学習メニューを充実させ、学習活動

を支援します 

②市民大学ふじみ野の修了生や生きがい学習ボランティアの派遣などを活用し、学びの成果

を地域に還元する仕組みを構築します 

（２）文化芸術に出会う機会の提供と交流促進 

③計画的な文化施設の整備を実施し施設の機能等を充実させることで、多くの市民がいきい

きと文化芸術活動に取り組める環境づくりと多様な文化・芸術に出会える場の提供を進め

るとともに、文化・芸術団体、市民、市、指定管理者等の多様な主体が連携・協力して、市の

文化・芸術活動等の活性化を行うため、文化団体間のネットワークの構築を進めます 

（３）生涯にわたり誰もがスポーツに親しめる機会の充実 

④誰もが性別、年齢、障がいの有無、経済的状況に関わらず、生涯にわたってスポーツを継続

し、心身共に健康に生活を営めるよう、市民スポーツ大会や元気・健康フェア、子育て中の保

護者が子どもと参加できる教室の充実等、誰もがスポーツに親しめる場を提供します 

（４）保健活動と地域医療体制の充実 

⑤市民が必要とする保健・医療サービスが受けられるよう、地域医療体制を充実します 

⑥市民一人ひとりが主体的に健康づくりに関心を持ち、ライフスタイルやライフステージに合

わせた取組を継続できるよう、総合的な健康対策を推進し、地域全体に健康志向の輪を広

げます 

⑦こころの健康づくりや自殺対策を推進します 

（５）国民健康保険・後期高齢者医療制度の健全運営 

⑧医療保険分野における DX（デジタルトランスフォーメーション）による、マイナ保険証等を利

用した健診・診療情報等により生活習慣改善の取組や医療費適正化に資する取組を推進し

ます 

（６）生活支援・介護予防の取組の充実 

⑨介護予防やフレイル予防の普及・啓発を行い、参加、通いの場、多世代交流の場を増やし、住

民同士の支え合い、助け合いの活動を支援します 
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後期重点 

プロジェクト 

３ 子育てするならふじみ野市・ 
こどもの未来を育むプロジェクト 

 

◆プロジェクトのねらい 

子どもたちを地域全体で支え、子どもの健やかな成長を願い、安心して子どもを産

み、育てる喜びが感じられる環境を構築します。また、社会変化に対応した学びの場

の提供と学校の教育力の向上を図り、未来を担う子どもの確かな学力と自立する力を

育成します。 

◆重点的な取組 

（１）子どもや子育て家庭への支援の充実 

①「ふじみ野市こどもの未来を育む条例」の主旨を広く周知し、市全体で子どもと子育て家庭

を支援する体制を整え、「こどもにやさしいまち」を推進します 

②子育てコンシェルジュ事業により、妊娠期から子育て期にわたるまでの切れ目ない支援を充

実し、子育ての不安を解消します 

（２）地域で支え合う子育て支援体制の構築 

③地域における様々な子育て関連団体の活動を通じて、青少年健全育成活動を推進します 

④児童虐待への早期発見・早期介入により、子どもの安全を確保するとともに、家庭環境の改

善に向けた支援を推進します 

（３）発育・発達支援体制の拡充 

⑤専門職が専門的な視点から発育・発達に係る総合相談を実施し、子どもの成長に応じた切れ

目のない支援体制の構築を図ります 

（４）保育基盤の充実 

⑥保護者が安心して子どもを預けられる保育施設の充実を図るため、保育所等の継続的な設

備整備や修繕を進めます 

（５）地域との連携による教育環境の充実 

⑦全 19 校の地域協働学校の取組により、学校を核として家庭・地域の意向を反映した教育を

推進します 

（６）教育力の向上 

⑧タブレット端末の活用を含め、令和の日本型学校教育の実現に向け、誰一人取り残さない個

別最適な学びと協働的な学びを推進します 

（７）学校施設の整備・充実 

⑨新しい時代の学びに対応した教育環境の向上と老朽化対策のため、学校施設の整備・充実

を図ります 
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後期重点 

プロジェクト 
４ 強靭なまちづくりプロジェクト 

 

◆プロジェクトのねらい 

首都直下地震の懸念や気候変動に起因する局地的豪雨など、近年激甚化する自然災

害に備えるため、ハード、ソフトの両面から災害対策を強化することで、市民が安心

して暮らせる環境をつくります。 

◆重点的な取組 

（１）水道水の安定供給 

①福岡・大井両浄水場配水池の耐震補強をし、耐震性の低い石綿管の更新や災害拠点・病院・

避難所等の重要給水施設への配水管の強靭化を図ります 

（２）雨水対策の推進及び排水施設の維持管理 

②雨水貯留浸透施設の整備を拡充するとともに、排水施設の健全な流下機能を保持するため、

適切な維持管理を徹底することにより、浸水被害への対策を強化します 

（３）災害対策の充実 

③自主防災組織の活動を支援し、地域防災力の向上を図ります 

④避難行動要支援者の把握に努め、災害時の円滑かつ迅速な避難の確保を推進します 

⑤自助、共助、公助の強化の実効性を検証するために、総合防災訓練を実施します 

⑥防災施設、資機材、防災備蓄品を適正に管理し、災害に対する備えを充実します 

⑦災害対策において DX を推進します 
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後期重点 

プロジェクト 
５ 美しく活気ある暮らしやすいまちプロジェクト 

 

◆プロジェクトのねらい 

豊かな自然環境を守りつつ、快適で良好な住環境を維持し、魅力的な都市空間を創

出します。また、商業をはじめとした地域経済の活性化の推進や、魅力ある祭りによ

り地域のにぎわいを創出します。 

◆重点的な取組 

（１）脱炭素社会の推進 

①公共施設の省エネルギー化を図るとともに、再生可能エネルギーなどを率先して導入するこ

とで、脱炭素社会に向けたまちづくりを推進します 

②カーボンニュートラル社会の実現に向けて、住宅用スマートエネルギーシステムや電気自動

車の導入を促進します 

（２）良好な住環境の創出 

③空き家や老朽化したマンションの適切な維持管理を促進し、良好な生活環境を確保します 

④地区計画などによる秩序あるまちづくりを推進します 

⑤広域交通、市内交通の円滑化、災害時の安全性の確保のほか、幹線道路及び生活道路の整

備を推進します 

（３）地域経済の活性化 

⑥「産業まつり」や「『福』バル」などの事業をはじめとした、地域経済の活性化に向けた様々な

取組を実施します 

⑦起業をめざす人材の育成や、市内で創業しやすい環境づくりに向けた取組を実施します 

（４）地産地消の推進 

⑧「採れたて☆ふじみ野畑」や「軽トラ市」などの開催により地域の賑わいを創出します（産業振

興課） 

（５）地域資源の活用による地域の活性化 

⑨「上福岡七夕まつり」や「おおい祭り」などの開催により地域の賑わいを創出します 

⑩ふじみ野市ＰＲ大使「ふじみん」を活用し、各種イベントへの参加や啓発グッズなどの利用に

より、市のＰＲ活動を積極的に進めます 
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後期重点 

プロジェクト 
６ 市のこと知って使ってプロジェクト 

 

◆プロジェクトのねらい 

市のことをもっと知っていただき、サービスやイベントをさらに利用していただく

ため、情報発信力を強化します。また、デジタル技術やＡＩ等の活用により、市民の

利便性の向上を推進します。 

◆重点的な取組 

（１）迅速かつ的確な情報発信の推進 

①様々な媒体による情報発信で、幅広い年齢層への情報提供を推進します 

②マスメディアへの積極的な情報提供やふるさと納税など、広報媒体の特性を生かしながら

魅力を発信します 

（２）自治体ＤＸの推進 

③市民が使いやすく、分かりやすいオンラインサービスを構築します 

④電子申請サービスの活用によりオンライン上で可能な各種行政手続を拡充します 

 


